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1. はじめに 
 近年，プログラミングの入門としてビジュア

ル型のプログラミング言語（以降，ビジュアル

型言語と呼ぶ）が使われるようになってきてい

る．その後は C 言語や Java 言語などのテキスト

型プログラミング言語（以降，テキスト型言語

と呼ぶ）に移行していくことになる．しかしシ

ームレスな移行方法は確立されていない．本研

究プロジェクトでは，ビジュアル型言語からテ

キスト型言語への移行の方法論を確立すること

を目的とする．本研究が確立されると，プログ

ラミング言語の初学者がビジュアル型言語によ

る学習から始めて，その後，シームレスかつ自

発的にテキスト型言語の学習に遷移できるよう

になることが期待できる． 

 我々は，2021 年前学期に高校生向けに音楽を

作成するという課題を扱うプログラミング授業

を行った．本報告では，我々が行った高校生向

けのプログラミング授業が，ビジュアル型言語

とテキスト型言語の中間に位置づけられる特徴

を有することをアンケートにより評価する． 

 

2. 従来研究 
Mladenović et al. [1]  は，プログラミング

の基本概念の 1 つであるループについて，小学

生を対象に調査を実施し，構文の問題が解消さ

れるためプログラミングの初学者向けにはビジ

ュアル型言語を使用する正当性を主張している．

ただしこの研究では両言語のギャップを埋める

事には言及していない． 

Daskalov et al. [2] は，初学者向けのテキ

スト型言語とビジュアル型言語のハイブリッド

型言語を使用するための環境を提案している．

ブロック型ではなくフロー型のビジュアル言語

とテキスト型言語のハイブリッド環境であり，

初学者のプログラミングトレーニングに適して

いると主張している． 

Weintrop [3]は，テキスト型言語とビジュア

ル型言語とハイブリッド型言語の比較を行った．

結論として，ハイブリッド型言語が両方の祖先

の特徴を示している一方で，特定の領域ではブ

ロック型言語とテキスト型言語よりも優れてい

ることを明らかにした． 

 

3. 中間コンテンツの提案 
3.1 概要 
現状のビジュアル型言語は見た目が楽しい，

すぐ実行して動作する，文法エラーが存在しな

いなどの特徴がある．これに対してテキスト型

言語は，文字ばかりであり，1 文字でも間違えれ

ば動作せず，グラフィカルなことをやろうとす

るととても手間がかかる，というような特徴が

ある．提案する中間コンテンツは，シンプル

（テキスト型言語特有の追加知識不要），素早

いフィードバック（実行結果がすぐわかる），

文法エラーが起こりにくく，論理エラーの箇所

がわかり易い，というような特徴を持つ必要が

あると考えた． 

 

3.2 中間コンテンツを用いた授業について 
前述の特徴を持ったコンテンツとして， 

JavaScript で音楽を作るという授業を行った．

使用したシステムは JSFiddle [4]を活用した．

JSFiddle は ， Web ブラ ウ ザ の み を 用 い て

JavaScript のコーディングから実行結果の表示

までを 1 つの画面で行える Web 版の統合環境で

ある．この JSFiddle に音を出すためのライブラ

リ（Beeplay）を追加することで簡単に音楽を作

れる．例えば“ドレミ”と音を出すには図 1 の

ようにコーディングすれば良い． 

 
図 1 ドレミの音を出すプログラム 

 

 上記，音を鳴らすプログラムは，play という

メソッドのみで実現できるため，多くの単語

（予約語）や文法を覚える必要がなく，実行し

たらすぐ音が鳴り，結果が素早く確認できる．

function myPlay() { 
  var song1 = beeplay(); 
  song1.play('C4', 1); 
  song1.play('D4', 1); 
 song1.play('E4', 1); 
} 
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さらに，期待した音と違う音がなってしまうよ

うな論理エラー（プログラムは間違えていない

のでコンパイラはエラーを出力しない）の場所

の音を聞いて容易に判断できる．また，音楽は

繰り返し構造があり，また，2 回目の繰り返しの

時には異なる音を鳴らす，というようなことも

ある．これらは繰り返し（for 文）や条件分岐

（if 文）としてプログラムで表せる．さらに小

節毎に繰り返すような構造もあり，小節を関数

（function）として定義することもできる．こ

のように音楽とプログラミングはとても相性が

良いと思われる．また，なんといっても自分の

好きな音楽が徐々に出来上がっていくのはとて

も楽しい． 

 

3.3 授業への参加者 
 湘南工科大学付属高等学校の 3 年生（21 名）

に対して，2021 年度に 7回の授業を実施した． 

 

4. アンケートによる評価 
4.1 アンケート項目 
 アンケートは下記の設問とした．回答は全て 4

段階とした． 

設問 1: JsFiddleでの音楽作成は楽しかったで

すか（1:楽しかった～4:楽しくなかった） 

設問 2：JsFiddle での音を鳴らすプログラムは，

覚えなければならない英単語(playなど)は

多いと思いますか，少ないと思いますか

（1:とても少ない～4:とても多い） 

設問 3：JsFiddle での音を鳴らすプログラムは，

結果がすぐわかりますか（実行後すぐ音を

確認できるなど）（1:実行結果がすぐわか

る～4:すぐわからない） 

設問 4: JsFiddle での音を鳴らすプログラムは，

間違えている箇所がわかり易いですか（音

がずれている箇所が耳で聞いてすぐわかる

など）（1:わかり易い～4:わかりにくい） 

 

4.2 アンケート結果 
 3.3 節で述べた授業を受けた高校生のうち，研

究倫理に同意してもらえた 13 名からアンケート

を収集した．結果を表 1に示す． 

 

5. 考察 
表 1 に 示 し た よ う に ， 今 回 実 施 し た

JavaScript で音楽を作るプログラミング授業は，

ビジュアル型言語とテキスト型言語の中間に位

置づけられる特徴を有することがアンケート結

果より明らかになった．なお覚える単語が多い 

表 1 アンケート結果 
設

問 

平均

値 

最頻

値 

解釈 

1 1.77 1 少し楽しかった 

2 2.46 3 覚えるべき英単語は「少ない」と

「多い」の中間あたり 

3 1.54 1 実行結果が「すぐわかる」と「や

やすぐわかる」の中間 

4 1.85 1,2 やや間違えている箇所がわかり易

い 

 

か少ないかのアンケート結果に関しては，まだ

テキスト型言語を学習していない段階でのアン

ケートのため，本格的にテキスト型言語を学習

する際に覚えなければならない英単語（予約語

など）の個数を知らないためにこのようなアン

ケート結果になったものと思われる．この点に

関しては，テキスト型言語の学習の経験のある

大学生に対して同じようなアンケートを取り更

なる分析を試みたい． 

 

6. まとめと今後の課題 
本研究では，高校生向けに音楽を作成すると

いう課題を扱うプログラミング授業を行い，ア

ンケートによる評価を行い，ビジュアル型言語

とテキスト型言語の中間に位置づけられる特徴

を有すること示した． 
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